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定も 、
読な一

／
ト
＼

一アフガニ
雪ン
出 、中ソ
出

やり荻
菜、という感じだ 。ァ一縦
突品会議のため必ソした一
績だ 。ゴルパチ叶フ民
経企るとと
翠而とのうあ
懇な政一ともに

子レジネフ時代の迎

フ
刀ニスタンからの部分徴兵は一が、ソ
議所はいまが
密接一のiH民就任以来、アル中、長一策であり、アフガニスタン 、モ一臨」であ、自らの
究殿
堂

泌からずあるだろう 、と断んで一の状閣ではないかと思った 。
旦など労働行の創刊締めつけに剛一ンゴルでの
桜跳
躍その
安一間め切れ停 、
応
援
護換を

いたが 、モンゴルからの撤兵も一出
惑のじ
署長る
副
支一必だが 、一方で
裂汚物資
ま一る無駄である 、
志い切ったの一阿るのはむしろ
ぷだし 、そ

同胞打ち出すんですから 。
一
努スの価
祭
器ラインまで一んだんに流警せて 、
部
豪一だと
号 。アフガニスタン
結一のととによって 、
言
語
者

私はソ辿
警の抜本的立て主
警
語 、ある高官も「外
第一を引き出さねばならない 。

一十一万五
文
京
接 、その後一盤を闘めちととができるはず

しを図るための大きな布石だろ一
情は融恐」と認めていた 。
消費一
結
局 、大きな浪泌をカッ
トす一方支援部隊も含めれば六十万人一だ 。

（践）

アフガニスタンのみな
らず 、モンゴル院
闘いのリ
川口七でそ
撒川泊中「」せようという 、aて八日の

ゴルパチ引フ・ソ
辿砕い必以の臼
指的な巾紡誕祭の
刊以は何なのか 。そのぷ昧と今後
の以明そ 、

地近のソ
辿別的などにmしい－t人
のW門官庁恥聞いた。

付袋一a閣のグョムイゴ外芝

と
只なり、外交の
UF元btおを山

そうとして
さたゴルパチ引フ門

出HUの畷労が必れている。ただ

し 、凶内的に
は彼自身は銘内保

守派との聞などで微妙な立場に

東
西
緩
和に
も
好
材
料

中嶋嶺雄・東京外
語大教授

いか。アフガニスタン約発はド

ロ荊化し 、第一一のベ
トナム他し

ていただけに 、ソ辿として弘美

を引き掛げるきっか吋を求めて

いた。内政的に非常に苦しいと

をに 、との町制コストは非常な

ね刊だったからだ。

非日
に印鋭的
な川別だ 。が 、一
掛るベトナムは 、レ・ズYン

予測は
十分にできた 。見本の巾一民の弼去のあと北昨日に流励的

ソ関係は固に見えないところで一で、中国との関係も好転しつつ

急述Kmw憶していた。一昨年十一ある。ということは 、二条件を

一日の純併

協力関係点限時一澗たせば中ソ山には
裂ともに

モスクリ・兆 一M山
を財制断続で一附川は
なくなった 、というζと

制ぶ鉄泊拙
肢が巡みつつあり、一だ 。

また 、純折田での相互
依びの陸一
レーガン
米大統領は戦略肋術

合いも深まっていた 。

一階忽（SD工）に何とか中間を

今回の岡山では、中間側が－m一線い入れようとしていたが 、中

していた＝
葬のうち 、を三国は一戸レて書して定。ζ

条件に対応策を打ち出してい一の問凶が 、一昨年の中ソ削の純

る 。モンゴルにはソ
辺川が五側一
前山閣の
賠償佑において虫
硬な

問問ほどいると弘法見ている一ポイントになっている 。中
同は

が 、ソ迎としてはできるだけM一以子山や？凶山発に積倒的な夜

く何とかしたいと思っていたは一哲化成していゐが 、い
高い刈を

ずだ 。モンゴルとの聞係上も良一受げる段になってやはり社会主

くない 、と思っていたのではな一議圃同土の協力関係が必要 、と

ぜ丸通b

外交の多元主義出す
一一一袴田茂樹・青山学院大助教授

進むか関係改善　ゴルバチョフ書記長演説　朝日新聞-1986.07.29


